
令和６年第３７回定例公安委員会会議録 

開 催 日 時  　令和６年１２月１９日（木）午前１１時９分～午後２時８分

開 催 場 所    警察本部

第１　定例会議 

 

　１　開催時間  　午後１時３０分～午後１時４７分　 

 

　２　出席者 

                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公安委員会　勝部委員長　　久本委員　　笠田委員 

       

警察本部　　野村警察本部長　　森本警務部長　　　　細田生活安全部長　　

前田刑事部長　　　山本交通部長　　　　樋口警備部長　　　　

濵本警察学校長　　坂口情報通信部長　    吉村警務部参事官

 

            　　（事務局等～岩城公安委員会補佐室長、総務課員） 

 

 

　３　議題事項 

 

  

 

　４　報告事項 

 

 　　○令和７年「１１０番の日」における広報啓発活動（生活安全部）

 　　○警察本部代替施設の通信回線の更新（情報通信部）　　

 

　　　      

 　（１）令和７年「１１０番の日」における広報啓発活動（生活安全部）

 

    警察本部 

　１１０番は、事件・事故等が発生した際に、警察に緊急の対応を求める通報

手段として広く定着しているところである。全国警察では、毎年１月１０日を

「１１０番の日」と定め、緊急通報である１１０番の適正利用を呼び掛ける活

動を行っている。また、緊急性を要しない相談等に関しては、各警察署の窓口

や＃９１１０の警察総合相談電話等を紹介するなど、適正な利用について県民



の理解と協力を求めるため、重点的に広報・啓発活動を行う予定である。今年

度の主な取組としては、警察本部通信指令課員が、夕方のニュース番組である、

ＮＨＫいろ★ドリの「ふるさと伝言板」コーナーに、ぱとろーくん、ぱとこち

ゃんとともに出演し、１１０番通報の適切な利用を呼び掛ける。また、広報用

ウェットティッシュを各警察署に配布し、街頭広報で活用する予定である。同

ウェットティッシュについては、先般、県庁で開催された警察音楽隊プロムナ

ードコンサートにおいても、来場者に配布した。加えて、日本海新聞と山陰中

央新報の２紙に広報文を掲載する予定としている。各警察署では、イオンモー

ル鳥取北店、プラント５境港店等の大型商業施設、ＪＲ米子駅、道の駅等にお

いて街頭広報をするほか、ケーブルテレビ、コミュニティＦＭによる放送、自

治体の広報紙、防災無線を活用した広報啓発等、工夫を凝らした活動を行う予

定としている。 

　１１０番通報件数は、令和３年以降増加傾向となっており、今年は１１月末

現在で、前年同期比４２８件の増加となっている。通報の中でも、いたずらや

かけ間違い等、措置を要しない非措置件数が一定数を占めている。この中には、

スマートフォンの誤作動による通報もあることから、引き続き注意喚起と各種

広報・啓発活動を行っていく。本年は、１１０番受理に当たる警察職員を誹謗

中傷する迷惑通報を何百回も繰り返した通報者を、業務妨害で逮捕した事例が

ある。今後も、各種警察活動を通じ、県民に１１０番通報の適正利用を呼び掛

けていく。 

 

委員 

    　１１０番は、有事の際に緊急通報するための大事な番号である。県民に対し、

１１０番通報の正しい利用方法について、理解と協力が得られるよう、しっかり

と広報していただきたい。 

 

    委員      

　全国では刺殺事件が相次いで発生するなど、住民が不安に思う事件が頻発して

いる。１１０番通報をすれば警察にすぐつながることから、特に不安が差し迫っ

た状況では、大変有り難い番号である。私は１１０番を「絆の番号」と捉えてお

 り、そういった観点でも、１１０番通報の位置づけを広報していただきたい。

 

    委員   

    　年末年始は飲酒の機会が増えることから、様々な事案の発生が予想される。有

事の際は、対応が急がれるので、県民に対し、１１０番通報の適正利用をしっか

 り広報していただきたい。

 

 

   （２）警察本部代替施設の通信回線の更新（情報通信部）



 

    警察本部 

　   　大規模な災害が発生した場合、情報通信部では、災害対策に必要な通信を迅速

かつ的確に確保し、災害時における避難誘導、被害状況の把握、被災者の救出・

救助活動等を行う。鳥取県内で大規模な災害が発生し、警察本部庁舎が使用不能

となった場合、これまでは、バックアップ施設用の警察電話の回線は無線中継所

の多重伝送路を経由してＡ県警察本部の電子交換機に接続し、警察庁、管区警察

局や他県の警察電話等と通話できるようにしていたが、今年度、衛星通信システ

ムの機器の更新に伴い、衛星回線を使用した伝送路に更新し、警察電話の回線収

容先についても、対災害性の観点から見直しを行い、Ｂ県警察本部の電子交換機

 に接続するように変更した。

　　　大規模な災害が発生した場合、いち早く通信手段の確保、情報の収集が求めら

れることから、情報通信部では、県警察の各部門と連携して、業務継続ができる

よう、通信機能の維持や各種訓練を実施するほか、技術力や技能を高め、円滑な

警察活動が行えるよう努めていく。    

 

　　委員 

　　   大規模な災害が発生した場合には、通信機能を確保するため、いち早く回線を

復旧させることが重要である。機器の更新に伴い、災害発生時の対応に更なる改

 善が含まれていた。有事の際は対応をしっかりとお願いしたい。

   　 

    委員 

  大規模災害時における業務継続のために、通信機能の確保は必須であり、通信

機能を確保するための対策は重要である。言うまでもなく、日本は地震大国であ

り、どこで大規模地震が起きてもおかしくないと言われている。全国警察が代替

 機能を持たせており、有事に備えていることがよく分かった。

 

    委員 

      災害に備え、通話・通信関係の対策が図られているとのことであり、大変有り

 難い。災害に対する各種の備えは必須であるので、しっかりとお願いしたい。

 　　　

 　

第２　その他の公安委員会活動    

      

　１　意見の聴取 

      運転免許課から、道路交通法に基づく意見の聴取６件について、事案概要、処

　　分理由、当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。 

 

 

　２　聴聞 



       

 

  ３　事前説明 

   

 

　４　報告事項 

　　　 

　　　 

　５　決裁 

     ・犯罪被害者等早期援助団体の役員等の変更

 　　・公安委員会宛て苦情に対する回答について

 

    

　６　公安委員会委員間の事前検討・協議等 

 

 

  ７　公安委員会補佐室からの事務連絡等 

　　　公安委員会補佐室から当面の行事予定等について確認と説明があり、了承した。


